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安全就業スローガン「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」
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総
会
当
日
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
新
任
役
員
】

　
理
事
長　
　
　
星
田　
光
浩

　
副
理
事
長　
　
秋
月　
敏
尚

　
専
務
理
事　
　
塩
﨑　
浩
之

　
理
事　
　
　
　
上
田　
喜
一

　
理
事　
　
　
　
梅
本　
長
司

　
理
事　
　
　
　
岡
田　
学

　
理
事　
　
　
　
畔
柳　
英
子

　
理
事　
　
　
　
下
津　
栄
子

　
理
事　
　
　
　
根
岸　
眞
治

　
理
事　
　
　
　
原　
　
庄
造

　
理
事　
　
　
　
藤
本　
泰
寛

　
理
事　
　
　
　
前
島　
一
仁

　
理
事　
　
　
　
吉
田　
昌
博

　
監
事　
　
　
　
小
嶋　
良
昭

　
監
事　
　
　
　
吉
村　
智
史

な
お
、
理
事
３
名
と
監
事
１
名
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
ご
貢
献
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
】

　
理
事　
　
　
　
寒
川　
み
す
ゞ

　
理
事　
　
　
　
中
野　
征
文

　
理
事　
　
　
　
村
岡　
俊
平

　
監
事　
　
　
　
西
川　
三
郎

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
で
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
定
時
総
会
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
役
員
の
方
々
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。
引
き
続
き
新
た
な
役
員
体
制
で
一

丸
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
改
め
ま

し
て
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度
末
の
状

況
で
す
が
、
会
員
数
は
８
２
０
人
と
な

り
、
17
年
ぶ
り
に
８
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
ま
た
、
契
約
金
額
に
つ
い
て
も

微
増
に
推
移
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
役
員
や
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
安
全
就
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
傷
害
事
故
や
賠
償
事
故
は
残

念
な
が
ら
前
年
度
よ
り
２
件
増
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
一
昨
年
ま
で
は

な
か
っ
た
、
熱
中
症
の
事
案
が
２
件
あ

り
ま
し
た
。

今
年
の
６
月
か
ら
労
働
安
全
衛
生
法

が
改
正
さ
れ
、
熱
中
症
に
つ
い
て
そ
の

対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
屋

外
で
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
体
調
の
異

変
が
あ
る
場
合
は
無
理
を
せ
ず
水
分
補

給
、
休
憩
等
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
す

ぐ
れ
な
い
場
合
は
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、「
安
全

は
無
理
せ
ず
焦
ら
ず
油
断
せ
ず
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
の
も
と
、
安
全
就
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

令
和
７
年
度

定
時
総
会
を
開
催

理
事
長
の
挨
拶

理
事
長

　
星
田
　
光
浩

新
　
役
　
員
　
の
　
紹
　
介
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
一
昨
年
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
導
入
、
昨
年
11
月
の
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
法
の
施
行
、
契
約
方
法
の
見
直
し
へ

の
対
応
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
方
に
お
き
ま
し
て
もSm

ile 
to Sm

ile

（
会
員
専
用
サ
イ
ト
）
へ
の

登
録
等
当
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
会
員
拡
大
、
就
業
機
会
の

確
保
、
安
全
就
業
に
積
極
的
に
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
に
わ
た
り

在
籍
し
、
毎
年
１
回
以
上
就
業
さ
れ
た

方
々
に
対
し
て
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

お
贈
り
し
、
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

【
永
年
表
彰
者
】

　
松
江　
　
　
上
野　
雅
啓

　
西
脇　
　
　
下
村　
髙
史

　
雑
賀　
　
　
濱
田　
孝
雄

　
西
脇　
　
　
濱
地　
泰
弘

　
名
草　
　
　
吉
田　
晴
夫

　
西
山
東　
　
宮
脇　
洋
幸

　
野
崎　
　
　
岩
本　
光
則

　
西
山
東　
　
池
端　
一
彦

　
有
功　
　
　
中
村　
悦
子

　
貴
志　
　
　
下
津　
栄
三

　
貴
志　
　
　
下
津　
栄
子

　
安
原　
　
　
坂
口　
史
郎

　
木
本　
　
　
栗
林　
秀
安

　
和
佐　
　
　
中
西　
廣
幸

　
有
功　
　
　
小
山　
　
勉

令
和
７
年
度

▽
理
事
会

▽
地
域
班
班
長
会
議

▽
職
群
班
班
長
会
議

▽
総
務
委
員
会

▽
就
業
開
拓
委
員
会

▽
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

▽
安
全
・
適
正
就
業
講
習
会

▽
未
就
業
会
員
相
談
会

▽
植
木
剪
定
講
習
会

▽
草
刈
機
使
用
講
習
会

▽
社
会
奉
仕
活
動

地
域
活
動
へ
の
貢
献
と
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
R
の
た
め
、和
歌
山
城
周
辺
の
除
草・

清
掃
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
託
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷
で
は
、JCO

M

に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
対
応
（
５
月
８
日
）
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

○
ハ
ー
ブ
テ
ィ
の
販
売

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
中
、

当
園
の
ハ
ー
ブ
を
乾
燥
さ
せ
て
い
れ
た

ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
販
売
し
、
多
く
の
方
に

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
販
売
の
機
会
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。

〇
ハ
ー
ブ
教
室
（
５
月
19
日
）

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

好
時
期
を
迎
え
た
当
園
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
摘
み
取
っ
て
、
そ
れ
に
生
花
を
組
み
合

わ
せ
て
中
心
を
リ
ボ
ン
で
束
ね
た
流
行
の

ブ
ー
ケ
を
17
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
作
成

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
「
ミ
ル
・
フ
ル
ー
ル
」
長
井
摩

珠
見
様

　
永
　
年
　
表
　
彰

今
後
の
主
な
行
事
予
定

西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
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〇
花
摘
み
体
験
（
５
月
25
日
）

昨
年
の
猛
暑
に
よ
り
、
ハ
ー
ブ
の
発

育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午

前
の
部
・
午
後
の
部
を
合
わ
せ
た
延
べ

１
１
５
名
の
参
加
者
が
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
摘
み
取
っ
て
持
ち
帰

り
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

京
都
に
10
年
近
く
住
み
な
が
ら
一
度

も
訪
ね
た
こ
と
の
な
い
宇
治
の
平
等
院

鳳
凰
堂
と
、
紫
陽
花
寺
と
称
さ
れ
る
三

室
戸
寺
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
梅

雨
明
け
し
た
6
月
27
日
、
和
歌
山
か
ら

南
海
、
地
下
鉄
、
京
阪
を
乗
り
継
い
で

3
時
間
、
や
っ
と
三
室
戸
寺
に
到
着
、

1
万
株
の
紫
陽
花
が
咲
き
誇
る
景
観
を

期
待
し
た
の
で
す
が
時
期
が
少
し
遅
く

梅
雨
の
間
の
猛
暑
の
せ
い
で
殆
ど
の
紫

陽
花
が
日
焼
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
本
堂
の
前
の
蓮
の
花
が

満
開
で
さ
な
が
ら
極
楽
浄
土
の
世
界
で

し
た
。
次
に
平
等
院
鳳
凰
堂
で
す
。
初
め

て
目
の
当
た
り
に
し
た
印
象
は
思
っ
た

よ
り
小
さ
い
な
、
で
し
た
。
し
か
も
池
の

中
に
建
立
さ
れ
て
お
り
片
方
の
橋
か
ら

往
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

中
に
入
る
と
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
52
躯
の

雲
中
供
養
菩
薩
（
う
ち
26
躯
は
鳳
翔
館
に

展
示
）、
9
通
り
の
来
迎
図
と
間
近
に
接

し
て
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

特
に
雲
中
供
養
菩
薩
は
、
い
ず
れ
も

雲
に
乗
り
、
様
々
な
楽
器
を
奏
で
舞
う

姿
は
圧
巻
で
し
た
。

こ
の
菩
薩
様
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生

を
願
う
我
々
を
導
い
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
あ
り
が
た
や
ー
。

（
記　
木
本
班　
宮
原
芳
雄
）

２
０
２
３
年
3
月
20
日
生
ま
れ
2
歳

と
3
ヶ
月
の
男
の
子
で
す
。

人
と
犬
が
大
好
き
で
毎
日
紀
の
川
ド

ッ
ク
ラ
ン
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

（
記　
岡
崎
班　
小
中
弘
彦
）

着
物
好
き
が
集
ま
っ
て
ラ
ン
チ
や
カ

フ
ェ
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

着
付
け
を
習
っ
た
け
ど
、
着
物
を
着

る
機
会
が
な
い
。
着
物
で
出
か
け
た
い

け
ど
、
一
人
だ
と
お
っ
く
う
に
な
っ
て

し
ま
う
。な
ど
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、

一
緒
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
着
る
の
が
難
し
い
方
、
お
手

伝
い
も
で
き
ま
す
よ
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
シ
ル
バ
ー
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
般

の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

（
記　
紀
伊
班　
小
嶋
理
江
）

ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
ト
ラ
で
す
。

「
着
物
好
き
の
会
」会
員
募
集

会
員
コ
ー
ナ
ー

「
ち
ょ
っ
と
遠
出
し
ま
し
た
」
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（（ススママイイルル　　トトゥゥ　　ススママイイルル））ととはは、、会会員員ささんんととシシルルババーー

人人材材セセンンタターーをを繋繋ぐぐココミミュュニニケケーーシショョンンツツーールルでですす。。

ススママホホ等等ででごご登登録録・・ごご利利用用いいたただだくくここととでで、、セセンンタターーかかららのの情情報報ををいいちち早早くく

受受けけ取取るるここととががででききるるよよううににななりりまますす。。

既既にに会会員員のの皆皆ささままににはは「「ロロググイインンIIDD・・パパススワワーードド通通知知書書」」とと登登録録手手順順のの

リリーーフフレレッットトををおお送送りりししてていいまますすののでで、、手手順順にに従従っってて初初期期登登録録をを行行っってて

くくだだささいい。。

登登録録はは簡簡単単でですすがが、、わわかかららなないい場場合合ははごご家家族族ににササポポーートトししてていいたただだくくかか

シシルルババーー人人材材セセンンタターーににおお気気軽軽ににおお尋尋ねねくくだだささいい。。

●●シシルルババーー人人材材セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ

●●就就業業条条件件のの通通知知

●●就就業業情情報報のの発発信信

●●おお仕仕事事のの依依頼頼　　

●●配配分分金金明明細細のの確確認認（（予予定定））　　ななどど

（会員専用サイト）

【Smile to Smile】で出来ること

「Smile to Smile」登録のお願い

とても便利な機能です。

ご登録よろしくお願いします！

●就業条件の通知

●就業情報の発信

●お仕事の依頼

●シルバー人材センターからのお知らせ

●配分金明細の確認など

【Smile to Smile】で発信します！

公公益益社社団団法法人人 和和歌歌山山市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー
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会員の皆様へ

　　【【見見直直ししののイイメメーージジ】】
図図１１ 図図２２

［［現現行行］］ [[変変更更後後]]

※※フフリリーーラランンスス法法ととはは？？

公公益益社社団団法法人人　　和和歌歌山山市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー

　　会会員員のの皆皆ささままににおおかかれれままししててはは、、契契約約方方法法見見直直ししへへののごご理理解解ををおお願願いいいいたたししまますす。。

▲▲発発注注・・業業務務委委託託

▲▲ママッッチチンンググ・・再再委委託託

▲▲利利用用申申しし込込みみ

▲▲ササポポーートト

公公益益社社団団法法人人　　全全国国シシルルババーー人人材材セセンンタターー事事業業協協会会

　　令令和和５５年年５５月月１１２２日日にに、、いいわわゆゆるる「「フフリリーーラランンスス法法」」（（「「特特定定受受託託事事業業者者にに係係るる取取引引のの適適正正化化
等等にに関関すするる法法律律」」））がが公公布布さされれ、、シシルルババーー人人材材セセンンタターーのの会会員員ももフフリリーーラランンススにに該該当当すするるここととにに
ななりりままししたた。。ここのの法法律律のの主主旨旨※※をを踏踏ままええ、、ままたたフフリリーーラランンスス法法のの施施行行（（令令和和６６年年１１１１月月11日日））にに
伴伴いい、、シシルルババーー人人材材セセンンタターーのの会会員員がが、、請請負負・・委委任任のの形形態態でで就就業業すするる契契約約ににつついいてて、、令令和和８８年年度度
分分かからら契契約約方方法法のの見見直直ししをを行行いいまますす。。

シシルルババーー人人材材セセンンタターーがが発発注注者者かからら受受託託ししたた仕仕事事をを会会員員にに再再委委託託すするる現現行行のの契契約約方方法法はは、、会会員員
とと発発注注者者ととのの間間でで直直接接的的なな契契約約関関係係がが生生じじるる構構造造ととななっってていいまませせんん。。

　　ここののたためめ、、会会員員のの皆皆ささままががフフリリーーラランンスス法法にによよるる保保護護をを受受けけ、、安安心心・・安安全全にに就就業業ででききるる環環境境をを
整整備備すするる必必要要ががあありり、、厚厚生生労労働働省省かかららもも、、シシルルババーー人人材材セセンンタターーのの契契約約方方法法ににつついいてて、、見見直直ししをを
行行ううよようう方方針針がが示示さされれてていいまますす。。

個個人人がが事事業業者者（（特特定定受受託託事事業業者者。。いいわわゆゆるるフフリリーーラランンスス。。「「シシルルババーーのの会会員員」」もも該該当当））ととししてて受受託託ししたた
業業務務にに安安定定的的にに従従事事すするるここととががででききるる環環境境をを整整備備すするるたためめ、、特特定定受受託託事事業業者者にに業業務務委委託託ををすするる事事業業者者（（特特
定定業業務務受受託託事事業業者者。。いいわわゆゆるる発発注注者者））にに対対ししてて、、給給付付のの内内容容（（いいわわゆゆるる報報酬酬））そそのの他他のの事事項項のの明明示示がが義義務務
付付けけらられれてていいまますす。。

フリーランス法の制定を踏まえて

就業機会の提供に関する契約関係を⾒直します
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（ 6 ）

安全就業スローガン「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」

和歌山市シルバー人材センター


